第三课 　　お祭り
単語

●かつぐ【担ぐ】

１担;[肩に直接]扛;[棒で]挑;[背に]背.
¶鉄砲を～/扛枪.

¶天秤棒で～/用扁担挑.

２((おしたてる))以……为领袖,推戴『書面語』,拥戴.

¶…を会長に～/推……为会长.

●くぐる【潜る】

１((物の下や中を))[通る]通过;[歩く]走过;[つっこむ]钻过.
¶長いトンネルを～/通过长的隧道.
¶洞穴にくぐって入る/钻入山洞.

¶ライオンが輪を～/狮子shizi钻过圈子.
２((もぐる))潜(水).

３((禁じられたことをする))钻空子.

¶法の網を～/钻法律的空子.

●ねだる【強請る】
死气白赖地要求.

¶子どもがおもちゃを～/孩子闹着要玩具.
¶靴を買ってくれと～/死气白赖地要求给买鞋.
¶父にねだって洋服を1着作ってもらおう/我要缠着爸爸给做一套西服.
●よす【止す】

１((やめる))停止,作罢.

¶冗談はよせ/别开玩笑!
¶行くのはよした/决定不去啦.

２((禁ずる))戒(掉),忌 (掉).
¶からだのために酒もたばこもよした/为了健康,烟酒都戒了.
●なぐさめる【慰める】

１((気をまぎらせる))安慰,宽慰;使快意,使舒畅.

¶心を～/使心情安适.
¶目を～/饱眼福.

２((いたわる))慰问,慰劳;抚慰,安慰.
¶悲しいときに君はよくわたしを慰めてくれた/当我悲伤的时候,你经常安慰过我.
¶病気の友を～/安慰患病中的友人.
●おめでたい

１可喜,可贺.
¶それは～/那可是大喜.
¶～前兆/吉 (祥之)兆.　
２((人柄が))过于老实,憨厚,憨直,戆直;愚傻.

¶このニュースをまだ知らないなんて彼もよっぽど～ね/他连这条消息也不知道,真是有点傻气.　
３((考えが))过分乐观,过于天真.

¶それはすこし～考え方だ/那种想法有点过分乐观.
¶それを真にうけるほどおめでたくはない/(他)决不会天真到那种程度把它信以为真.
●まつり【祭り】

１((祭礼))[神などの]祭祀;[死者の]祭奠;[祭りの日]祭日;[寺の縁日]庙会;[神社の]赛会.

¶八幡様のお～/八幡神的庙会; 弓矢神的庙会.
¶かまどの神の～/祭灶.
¶夏～/夏收节. 

２((にぎやかな催し))[儀式]仪式;[記念の催し]节日;[ばか騒ぎ]狂欢;[熱狂]欢闹.

¶港～/码头节.
¶おもちゃ～/玩具节.
¶お～気分にひたる/沉浸于节日的欢乐中.

●およぼす【及ぼす】

达到,波及;影响到;使受到,使遭到,带来.

¶ひでりは農作物に被害を及ぼした/干旱的天气给农作物带来了灾害.
¶生命に危険を～/使生命遭到危险.

¶そんなことをすると多くの人に累を～ことになる/做那样的事会「牵累许多人〔使许多人受到坏影响〕.

●さとり【悟り】

１((理解))悟性,理解 (力).
¶～がよい/悟性「好〔快〕; 理解力好; 理解得快.
¶ほんとに～の悪いやつだ/真是一个脑筋迟钝的家伙.

２〈仏〉醒悟,悟道.

¶～を開いた境地になる/达到大彻大悟的境地.

●とむらう【弔う】

１((くやむ))[哀悼する]吊丧,吊唁;[弔問する]吊慰.
¶亡き人を～/吊丧.
¶遺族の宅を～/到遗族yízú家去吊唁.　
２((供養する))祭奠,祭祀,为死者祈冥福.
¶後世を～/为来世祈冥福.
¶死んだ動物の霊を～/祭祀死去的动物.
文法

1 ～かというと（かといえば）
该句型接在简体句后(可以与句首的疑问词相呼应)，用来提出问题。下面对该问题进行解释。一般用于书面语。可译成“要说”，“提起”
▲ミルクがなぜいやかというと、飲めばへどが出るからです／你说我为什么不爱喝牛奶?我一喝就恶心。
▲どうして今度の試験にパスできたかと言えば、やはりふだんの知識が物を言ったからなのだ／要说这次考试为什么通过了呢?还是平时学到的知识起了作用。
▲どうしてこんなに水ばかり飲むかというと、暑くて汗をかきすぎたからです／为什么一个劲地喝水呢?是因为天热汗出得太多了。
　▲学校を卒業したらどうするかと言えば、私は教師になる決心だ。／要说毕业后干什么，我决心做一名老师。 
2 词语「ちょうちん」
「ちょうちん」是“提灯、灯笼”的意思。
▲ちょうちんをつける／点灯笼
▲ちょうちんをさげる／打灯笼
▲村中あちこちちょうちんが飾られる／村里到处挂着灯笼。
☆ちょうちんに釣鐘
「釣鐘」是指寺院钟楼的吊钟。灯笼与吊钟在外形上非常相似,但是在重量上却相差甚远。由此比喻彼此极不相称，或重量上相差悬殊。
▲あの人は金持ちの息子だ。あなたとはちょうちんに釣鐘だから結婚なんかあきらめたほうがいいよ。／他是有钱人家的儿子，和你不相称，还是死了结婚这条心吧。
☆ちょうちんを持つ
原指替人打灯笼，现转指给人抬轿子，替人捧场．也可以说ちょうちん持ち。

▲わたしはちょうちん持ちが大嫌いだ／我非常讨厌替别人吹捧的人。
▲あの人はいつも自分で自分のちょうちんを持つ／他经常自吹自擂。

3 ～てはじめて
接在动词连用形后面，表示经过「动词连用形+て」表明的事项之后才知道某件事、相当于汉语的“之后，才”。
▲子供を持ってはじめて親の気持ちが理解できます／养儿方知父母心。
▲外国に行ってはじめて自分の国について何も知らないことに気づいた／去了国外之后才发现自己对自己国家以无所知。
▲病気になってはじめて健康が大切であることを知った。／患病之后，才知道健康的重要。
▲正しい経済政策があって初めて商品市場を日一日と拡大させた／有了正确的经济政策，才使商品市场日益扩大。
4 もしかしたら
是词组,也可以看作副词，表示对某事物的没有把握的推测,相当于汉语的“或许，可能”，后面常与「かもしれない」呼应使用。
▲もしかすると、もうこれっきり会えないかもしれない／说不定从此以后再也见不到他了。
▲この名刺があれば、もしかしたら彼に面会できるかもしれない／有这帐名片的话，说不定能够见到他。 
▲遅いなあ。もしかすると、事故にでもあったんじゃないかなあ／这么晚了还不回来呀,说不定遇上交通事故了吧。
▲もしかしたら、また日本へ来ます／或许还会来日本。
5 ～だの～だの
「だの」是并列助词,接在体言,形容动词词干和形容词,动词终止形后面，表示对具体事项的逐一列举。相当于汉语的“……啦……啦”
· 庭には桜だの松だの竹だのが植えてある／庭院里种着樱花啦，松树啦,竹子啦等植物。
▲嬉しいだの恥ずかしいだの複雑な気持ちだ／即高兴又惭愧心情很复杂。
▲嫌いだの好きだのといわないで、何でも食べなければならない／不要讲爱吃不爱吃的,应该什么都吃。
▲大学では外国語だの国語だのを学んだ／在大学学了外语，国语等课程。
6 ～に対して
「～に対して」接在「これ」「それ」及「句子＋の」后面;表示二着对立,相反或对照性的关系。相当于汉语的“与此相反、与……相比较”等
▲書くことに対して読むことはそんなに難しくない／与书写相比，阅读不那么难。
　▲雪の多い日本海側に対して、太平洋側では冬は晴れた日が続く／与多雪的日本海一侧相反,太平洋一侧冬天持续晴天。
　▲兄がちょっとした事で怒ってしまうのに対して弟の方が気立ての持ち主だ。／哥哥因一点小事就发火，而弟弟的脾气却很好。
　▲日本人はあっさりした味が好きであるのに対して中国人は油っこい味が好きだ。／日本人喜欢清淡的味道，而中国人却喜欢油大的味道。
7 名词「名」
「名」除了表示“名称”“姓名”之外，还能表示“名义”“名目”或“名声”“名誉”
▲これは何という名ですか／这叫什么
▲わたしは果物と名のつくものなら何でも好きだ／凡是叫水果的我都喜欢吃。
▲世界に名の通った人／世界闻名的人
▲学校の名を傷つける／败坏学校的名声
▲妻の名で貯金する／以妻子的名义存款
前文

町を歩いていると、たまにお祭りを見かけることがある。
日本では昔から米が重要な農産物であった。その農産物や、その他のこの世の中のすべてのことは、みな神の力によって決められると考えられていた。だから、昔から田植えのときには、米がたくさん取れることを神に祈ってお祭りを行ない、秋になって稲が実ると、神に感謝して秋祭りを行うことになっていたのである。しかし、現在ではどちらかというと、宗教の要素より観光的要素の大きいものも少なくない。
お祭りの日には、あちこちちょうちんが飾られ、子供たちは神社へ行って太鼓をたたく。またおみこし出され、若い人たちが町中村中をかついで回る。暗くなると大勢の人々が神社に集まる。神社のあたりはたいへんな人出で、人々は回りの人に押されたり足を踏まれたりする。
子供たちはきれいな着物を着せられ、父母に手を引かれて神社へお参りに行く。鳥居をくぐると、小さな店がたくさん並んでいる。店にはおもちゃやお菓子などが並べられている。父母は子供にお菓子やおもちゃをねだられる。だから、お祭りになると、子供たちはどんなにうれしいかわからない。
会話

田中　　もうそろそろ、お祭りの行列が来るころですよ。おしゃべりはやめて、見にいきませんか。
李　　　もちろん、行きますよ。お祭りを見るために来たんですから。
田中　　お見せするほどりっぱなものではありませんがね。
李　　　いや、ぜひ、日本の祭りは見ていきたいと思います。
　　　　………
田中　　ほら、笛や鐘の音が聞こえて来たでしょう？やってきましたよ。たくさんの人がかついているものがあるでしょう？あれをおみこしと言います。
李　　　ほほお、おみこしですか。
田中　　そうです。小さいほうが子供のみこしで、あとからおとなのみこしも来ましたよ。
李　　　何を叫んでいるのですか。
田中　　あれは「わっしょいわっしょい」という掛け声を掛けているところです。
李　　　うしろのほうから来るのは「しし舞」ではないですか。中国から伝わってきたものでしょう。
田中　　へえ、よく知っていますね。そのとおりです。
李　　　以前、お祭りについての本を読んではじめて分かったのです。ところで、このパレードには何人ほどの人が参加していますか。
田中　　そうですね…。三百人ぐらいじゃないですか。
李　　　たくさんの人ですね。どこまでいくのでしょう。
田中　　もしかしたら、この先にある神社までかも知れませんね。
李　　　ついて行きましょうか。
田中　　いや、よしましょう。神社まで行ったって別にどうってことはないですよ。
